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令和6年  第２回定例会
会期　６月４日（火）〜７日（金）

６/４ 一般質問	 中津川議員� （Ｐ２）
	 秋田谷議員･寺嶋議員� （Ｐ３）
	 井上議員･飯田議員� （Ｐ４）
	 南雲議員� （Ｐ５）

６/５ 一般質問	 北村議員� （Ｐ５）
	 吉田議員･武尾議員� （Ｐ６）
	 田代議員� （Ｐ７）
委員会審査	 産業厚生常任委員会（条例）

６/６ 委員会調査	 総務文教常任委員会

６/７ 議案審議等	 委員会報告２件（条例）、議案３件（条
例・契約・補正予算）、報告２件（継続費ほか）ほか

　町長等の執行者に対して、町政全般の事務事業等の執行状況や政策方針などを聞くことが一般質問です。
　町では、一般質問の録画映像をYouTubeにて公開しています。
　スマートフォン等をご利用の方は、各議員のＱＲコードを読み取りご覧ください。パソコン等から視聴され
る方は「松田町議会 YouTube」と検索していただくと、ご覧いただけます。

　
町
民
の
快
適
な
暮
ら
し
を

支
え
て
い
る
水
道
事
業
は
、

給
水
人
口
の
減
少
な
ど
水
道

事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
。

そ
こ
で
、
持
続
可
能
な
健
全

経
営
の
観
点
か
ら
次
の
こ
と

に
つ
い
て
伺
う
。

水
道
事
業
に
お
け
る
経

営
・
運
営
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
。

水
道
事
業
は
、
水
道
料

金
収
入
を
も
っ
て
経
営
に
必

要
な
費
用
を
賄
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
給
水
人
口
の

減
少
に
よ
る
料
金
収
入
の
低

下
や
老
朽
化
し
て
い
る
水
道

施
設
の
更
新
に
多
額
の
費
用

を
要
す
る
こ
と
、
昨
今
の
燃

料
費
の
高
騰
な
ど
水
道
事
業

の
経
営
は
益
々
困
難
さ
を
増

す
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

寄
簡
易
水
道
事
業
は
厳

し
い
経
営
状
況
と
さ
れ
て
い

る
が
、
今
後
の
健
全
経
営
の

取
り
組
み
方
針
に
つ
い
て
。

水道料金の改定
は最大限に手を
尽くしてから

回答（町長）

健
全
経
営
の
た
め
に
は

水
道
使
用
量
を
増
や
す
必
要

が
あ
る
た
め
、
新
た
な
事
業

と
し
て
、
寄
地
区
に
特
化
し

た
子
育
て
世
帯
等
を
支
援
す

る
「
移
住
促
進
奨
励
金
」
に

よ
り
移
住
者
の
増
加
を
図
る

と
共
に
、
関
係
人
口
を
増
加

さ
せ
る
た
め
「
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
」
等
を

図
っ
て
い
く
。

今
後
、
水
道
施
設
の
更

新
な
ど
に
多
額
の
費
用
が
必

要
と
な
る
が
、
受
益
者
負
担

の
原
則
を
踏
ま
え
た
水
道
料

金
改
定
の
考
え
方
に
つ
い
て
。

当
町
の
水
道
料
金
は
同

規
模
自
治
体
の
中
で
全
国
で

５
番
目
に
安
い
と
さ
れ
、
31

年
間
料
金
改
定
を
せ
ず
、
安

い
水
道
料
金
を
維
持
し
て
き

た
。
給
水
人
口
の
減
少
に
よ

る
料
金
収
入
が
大
幅
に
減
少

し
、
今
後
も
事
業
資
金
が
不

足
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

が
、
安
全
で
安
心
な
水
道
水

を
将
来
に
向
け
て
安
定
供
給

す
る
こ
と
が
責
務
な
の
で
今

後
も
最
大
限
対
応
す
る
。
な

お
、
料
金
の
改
定
は
水
道
事

業
運
営
審
議
会
の
答
申
を
踏

ま
え
検
討
す
る
。

太
陽
の
す
べ
り
台
の
改

修
と
今
後
に
つ
い
て
。

西平畑公園は観光立町
としてのシンボル的な
存在であり、みんなで
盛り上げる公園にする
回答（町長）

太
陽
の
す
べ
り
台
も
老

朽
化
に
よ
り
ロ
ー
ラ
ー
の
取

替
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

部
品
は
製
造
中
止
で
在
庫
も

無
く
、
修
繕
費
も
高
額
で
苦

慮
し
て
い
る
。
指
定
管
理
者

か
ら
も
修
繕
の
意
向
も
有
る

が
、
安
全
性
な
ど
の
課
題
を

解
消
出
来
な
け
れ
ば
残
念
な

が
ら
撤
去
も
あ
り
う
る
。

　
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
に
つ
い
て

は
安
全
性
を
確
認
す
る
。

　
西
平
畑
公
園
は
観
光
立
町

と
し
て
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存

在
で
あ
り
指
定
管
理
者
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
み
ん
な
で

盛
り
上
げ
る
公
園
に
す
る
。

　
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
４
日
か
ら
７
日
ま
で

の
４
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
条
例
の

一
部
改
正
１
件
、
契
約
１
件
、
補
正
予
算
１
件
を

審
議
し
、
報
告
２
件
（
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
、

継
続
費
繰
越
計
算
書
）
を
受
け
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ

た
「
松
田
町
西
平
畑
公
園
の
管
理
に
関
す
る
条
例
」、

「
松
田
町
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
は
、

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
よ
り
本
会
議
で
報
告
が
あ

り
、
い
ず
れ
も
修
正
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

町
営
水
道
事
業
の
現
状
と
課
題
を

　
踏
ま
え
た
今
後
の
健
全
経
営
に
つ
い
て

質
問
者

　
中
津
川  

定
雄　
議
員

宇津茂配水池
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西
平
畑
公
園
の
遊
具
な
ど

設
備
に
つ
い
て
質
問
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

太
陽
の
す
べ
り
台
は
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
を
か
け
ら
れ
、

桜
ま
つ
り
の
際
に
ご
来
園
の

お
客
様
に
も
景
観
的
に
も
残

念
な
状
況
で
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
鉄
道
も
動
力
の

故
障
や
脱
線
な
ど
、
設
備
の

老
朽
化
が
進
み
設
置
年
数
か

ら
も
一
大
改
修
が
必
要
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
先
人
が
松
田
町
の
観
光
立

町
の
出
発
点
の
一
つ
と
し
て

始
め
ら
れ
た
事
業
と
私
は
理

解
し
て
お
り
ま
す
。
先
人
の

思
い
を
継
承
し
、
現
在
進
行

中
の
駅
前
再
開
発
事
業
と
共

に
観
光
立
町
と
し
て
の
松
田

町
を
創
造
し
て
い
く
べ
き
と

考
え
ま
す
。
そ
こ
で
質
問
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
鉄
道
の
現
状

と
今
後
に
つ
い
て
。

ふ
る
さ
と
鉄
道
は
線
路

の
不
備
を
修
繕
中
で
、
安
全

を
確
認
出
来
れ
ば
営
業
を
再

開
さ
せ
る
。
３
台
の
動
力
車

も
導
入
後
30
年
近
く
な
り
部

品
調
達
が
困
難
と
な
り
修
繕

に
時
間
を
要
し
て
い
る
。

太
陽
の
す
べ
り
台
の
改

修
と
今
後
に
つ
い
て
。

西平畑公園は観光立町
としてのシンボル的な
存在であり、みんなで
盛り上げる公園にする
回答（町長）

太
陽
の
す
べ
り
台
も
老

朽
化
に
よ
り
ロ
ー
ラ
ー
の
取

替
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

部
品
は
製
造
中
止
で
在
庫
も

無
く
、
修
繕
費
も
高
額
で
苦

慮
し
て
い
る
。
指
定
管
理
者

か
ら
も
修
繕
の
意
向
も
有
る

が
、
安
全
性
な
ど
の
課
題
を

解
消
出
来
な
け
れ
ば
残
念
な

が
ら
撤
去
も
あ
り
う
る
。

　
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
に
つ
い
て

は
安
全
性
を
確
認
す
る
。

　
西
平
畑
公
園
は
観
光
立
町

と
し
て
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存

在
で
あ
り
指
定
管
理
者
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
み
ん
な
で

盛
り
上
げ
る
公
園
に
す
る
。

寄
地
区
で
は
、
昨
年
度

か
ら
人
口
減
少
抑
制
対
策
な

ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
協

議
す
る
た
め
、「
寄
地
区
活

性
化
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
今
後
の
活
性

化
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

意
見
が
あ
っ
た
の
か
を
伺
う
。

活
性
化
協
議
会
で
は
、

移
住
・
定
住
の
関
心
層
に
対

し
、
寄
地
区
と
の
接
点
を
増

や
す
こ
と
や
、
空
き
家
等
を

活
用
す
る
意
見
を
交
換
し
た
。

　
ま
た
、
寄
自
然
休
養
村
管

理
セ
ン
タ
ー
を
含
め
て
、
現

在
の
利
用
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

施
設
へ
改
修
す
べ
く
意
見
を

交
換
し
た
。

協議会で人口減少
対策や地域活性化
等の意見を交換

回答（町長）

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
よ
る
新
た
な
誘
客
に
向
け

て
、
各
種
団
体
や
企
業
等
と

の
連
携
し
た
取
り
組
み
を
伺

う
。

今
後
の
取
り
組
み
と
し

て
、
地
域
資
源
・
ス
ポ
ー

ツ
・
観
光
を
組
み
合
わ
せ
た

イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
開
催
、
地
場
産
品
を
使
っ

た
ア
ス
リ
ー
ト
向
け
の
商
品

開
発
な
ど
を
目
指
す
。

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
は
町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

を
有
効
活
用
す
る
新
た
な
利

用
者
の
増
加
策
を
推
進
し
、

地
域
の
経
済
循
環
を
含
め
た

町
の
活
性
化
に
繋
げ
る
こ
と

が
目
的
だ
と
思
う
が
ど
の
よ

う
な
組
織
で
運
営
し
て
い
く

の
か
。ス

ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
組
織
構
成
は
、
ス
ポ
ー

ツ
関
連
団
体
、
鉄
道
事
業
者
、

ま
た
観
光
振
興
に
携
わ
る
方

た
ち
等
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

西
平
畑
公
園
の
設
備
の

�

今
後
に
つ
い
て

質
問
者

　
秋
田
谷  

光
彦　
議
員

寄
地
区
の
活
性
化
に
つ
い
て

質
問
者

　
寺
嶋　
正　
議
員

中津川沿いに住居が並ぶ寄地区

西平畑公園

改修工事を行う寄テニスコート
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駅
周
辺
整
備
事
業
駅
前

広
場
の
具
体
像
、
構
想
は

新
松
田
駅
周
辺
整
備
基

本
構
想
に
基
づ
き
、
駅
前
広

場
整
備
を
推
進
し
て
い
る
。

令
和
５
年
に
再
開
発
準
備
組

合
が
設
立
さ
れ
、
令
和
６
年

度
末
に
都
市
計
画
決
定
を
目

指
し
て
い
る
。

　
町
は
地
域
住
民
の
意
見
を

反
映
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
。
地
権
者
の
合
意
を
得

て
、
令
和
６
年
10
月
頃
に
具

体
的
な
計
画
を
公
表
す
る
予

定
で
あ
る
。

駅前広場は10月頃
に具体的な計画を
公表予定

回答（町長）

新
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ

ス
新
規
バ
ス
購
入
の
今
後
は
。

こ
の
事
業
は
、
公
共
が

行
う
べ
き
重
要
な
も
の
で
、

現
在
は
実
証
実
験
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
バ
ス
事

業
を
望
む
多
く
の
人
々
の
期

待
に
応
え
る
た
め
に
も
、
現

在
委
託
し
て
い
る
民
間
事
業

者
に
よ
る
本
格
運
行
に
至
ら

な
か
っ
た
場
合
に
、
何
も
残

ら
な
い
の
で
は
町
と
し
て
そ

の
後
の
展
開
が
で
き
な
い
の

で
、
町
が
主
体
と
な
っ
て
車

両
を
購
入
す
る
予
定
で
あ
る
。

高
齢
者
や
移
動
手
段
の
な
い

方
々
の
た
め
に
、
町
と
し
て

必
要
な
対
応
を
し
っ
か
り
と

行
っ
て
い
く
。

　
い
ま
、
地
方
自
治
体
の
抱

え
る
最
大
の
課
題
は
「
人
口

減
少
」
問
題
で
す
。

　

有
識
者
で
つ
く
る
「
人

口
戦
略
会
議
」
は
４
月
24

日
、
全
国
の
４
割
に
当
た
る

７
４
４
自
治
体
で
人
口
減
少

が
深
刻
化
し
、
将
来
消
滅
す

る
可
能
性
が
あ
る
と
す
る
レ

ポ
ー
ト
を
発
表
し
「
少
子
化

基
調
は
変
わ
っ
て
い
な
い
」

と
強
い
危
機
感
を
示
し
、
出

生
率
向
上
に
向
け
た
対
策
を

訴
え
て
い
ま
す
。

　
県
内
の
分
析
結
果
で
、
松

田
町
は
「
自
然
減
対
策
及
び

社
会
減
対
策
が
必
要
」
と
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

次
の
こ
と
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

町
か
ら
の
転
出
者
が
転

入
者
を
上
回
っ
て
い
ま
す
が

分
析
は
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

若者世代に選ば
れる町になるよ
う、積極的に取
り組む
回答（町長）

本
町
に
は
、
雇
用
創
出

の
場
と
し
て
大
き
な
企
業
は

な
い
が
、
交
通
の
利
便
性
が

高
い
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

利
便
性
を
重
視
す
る
方
に
対

し
て
は
、
交
通
の
要
所
と
し

て
、
併
せ
て
、
こ
れ
ま
で
の

子
育
て
支
援
策
の
充
実
な
ど

に
つ
い
て
も
周
知
す
る
事
に

よ
り
、
転
出
増
加
に
歯
止
め

を
か
け
、
自
然
減
の
抑
制
を

図
っ
て
い
く
。

今
地
方
の
自
治
体
で
は

婚
活
支
援
の
拡
充
強
化
を
積

極
的
に
進
め
、
出
生
率
の
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
町
の

取
り
組
み
を
お
伺
い
し
ま
す
。

ほ
か
の
自
治
体
で
も
婚

活
事
業
へ
の
取
り
組
み
は

行
っ
て
お
り
、
本
町
で
も
、

平
成
28
、
29
年
に
婚
活
事
業

を
実
施
し
た
経
緯
が
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
時
期
も
あ
り
、

現
在
は
行
っ
て
い
な
い
が
、

県
の
実
施
す
る
「
恋
カ
ナ
！

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
画
し
、

今
年
１
月
に
松
田
町
寄
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
婚
活
事

業
を
行
っ
た
。
今
後
も
人
口

減
少
を
抑
制
す
る
た
め
他
機

関
と
連
携
し
た
事
業
の
実
施

な
ど
、
様
々
な
事
業
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
、
若
者
世
代
に
選

ば
れ
る
町
に
な
る
よ
う
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

新
松
田
駅
周
辺
整
備
に
お
け
る
駅
前
広
場

整
備
事
業
及
び
新
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス

推
進
事
業
バ
ス
購
入
に
つ
い
て

質
問
者

　
井
上　
栄
一　
議
員

人
口
減
少
問
題
に
対
す
る

�

町
の
対
応
策
は

質
問
者

　
飯
田　
一　
議
員

第２回新松田駅北口地区駅周辺整備
事業説明会（７月11日開催）

運行中のAIオンデマンドバス

令和５年度に改定されたまち・ひと・
しごと創生人口ビジョン・総合戦略
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役
場
窓
口
対
応
の
充
実

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
来
庁
者
が
申
請
書
を
記
入

せ
ず
に
、
住
民
票
・
印
鑑
証

明
・
税
証
明
な
ど
が
申
請
で

き
る
「
書
か
な
い
窓
口
」
を

導
入
す
る
お
考
え
は
。

現
在
、
住
民
異
動
届
の

み
が
で
き
る
運
用
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
証
明
書
の
申
請

機
能
の
追
加
導
入
に
つ
い
て

は
、
先
進
自
治
体
を
参
考
に

検
討
し
て
い
く
。

耳
が
聞
こ
え
に
く
い
方

と
の
や
り
取
り
を
円
滑
に
す

る
た
め
に
、
役
場
窓
口
に
軟

骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
を
設
置
す

る
お
考
え
は
。

耳
の
不
自
由
な
方
が
来

庁
さ
れ
た
場
合
は
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
に
配
慮
し
筆
談

で
対
応
し
て
い
る
。
今
後
、

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の
設
置

に
つ
い
て
は
先
進
自
治
体
を

参
考
に
し
て
検
討
し
て
い
く
。

窓口充実は先進自
治体を参考に、子
宮頸がん予防は課
題解決に取り組む
回答（町長）

日
本
は
子
宮
頸
が
ん
罹

患
率
が
世
界
平
均
よ
り
高
く

な
っ
て
い
て
、
子
宮
頸
が
ん

予
防
の
対
策
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
導
入
可

能
と
な
っ
た
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
感
染

を
調
べ
る
検
査
を
導
入
す
る

お
考
え
は
。

子
宮
頸
が
ん
の
予
防
は

検
診
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
重

要
と
な
る
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
で

の
が
ん
検
診
は
、
課
題
が
多

い
と
言
わ
れ
て
い
る
た
め
、

委
託
先
と
な
る
足
柄
上
医
師

会
と
広
域
で
検
討
し
て
い
く
。

手
軽
に
検
診
が
で
き
る
「
Ｈ

Ｐ
Ｖ
セ
ル
フ
検
査
キ
ッ
ト
」

の
導
入
に
つ
い
て
は
調
査
研

究
し
て
い
く
。

令
和
６
年
度
末
ま
で
が

期
限
の
「
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

接
種
」
の
未
接
種
者
が

３
９
９
名
い
る
。
未
接
種
者

へ
個
別
勧
奨
す
る
お
考
え
は
。

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
未
接

種
者
に
は
、
子
宮
頸
が
ん
予

防
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
同
封

し
、
個
別
勧
奨
を
実
施
す
る
。

松
田
町
は
、
今
年
４
月
、

消
滅
可
能
性
都
市
か
ら
の
脱

却
を
果
た
し
ま
し
た
。
今
後
、

更
に
松
田
町
が
子
育
て
世
代

に
選
ば
れ
る
た
め
の
方
策
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す

か
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

は
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
様
々

な
支
援
事
業
を
継
続
実
施
す

る
。
本
町
の
子
育
て
支
援
事

業
は
兵
庫
県
明
石
市
や

２
０
１
９
年
に
合
計
特
殊
出

生
率
で
２
．
95
と
な
っ
た
岡

山
県
奈
義
町
の
取
り
組
み
と

さ
ほ
ど
変
わ
り
な
く
、
む
し

ろ
本
町
の
方
が
充
実
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
し
か
し
、

子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
と

い
う
点
で
は
理
想
に
ほ
ど
遠

い
た
め
、
子
育
て
施
策
等
を

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
Ｐ
Ｒ

強
化
や
ニ
ー
ズ
調
査
に
も
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

松
田
町
の
子
育
て
世
代

の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
に

伺
い
ま
す
。
今
年
入
園
し
た

松
田
町
の
子
供
は
公
立
幼
稚

園
・
私
立
幼
稚
園
・
保
育
園

で
は
何
人
ず
つ
で
割
合
は
ど

の
ぐ
ら
い
で
す
か
。

「小1の壁」打破を目
指し、早期にニーズ
調査をする！

回答（町長）

公
立
幼
稚
園
16
人
で

32
％
、
私
立
幼
稚
園
５
人
で

10
％
、
保
育
園
28
人
で
57
％
。

公
立
幼
稚
園
は
、
今
年
度
か

ら
の
幼
児
教
育
の
無
償
化
で

昨
年
度
の
51
％
か
ら
大
幅
に

減
少
し
て
い
る
。

保
育
園
が
半
分
以
上
と

い
う
こ
と
は
子
育
て
世
代
は
、

共
働
き
が
多
い
と
言
え
ま
す
。

共
働
き
世
帯
で
は
「
小
1
の

壁
」
が
社
会
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
保
育
園
で
は
７
時

か
ら
子
供
を
預
け
ら
れ
ま
す

が
、
小
学
校
は
開
門
が
７
時

45
分
の
た
め
、
正
社
員
を
諦

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
保
護

者
も
い
ま
す
。
そ
の
支
援
の

た
め
に
大
阪
府
豊
中
市
を
参

考
に
開
門
を
７
時
に
す
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
か
。

早
々
に
ニ
ー
ズ
調
査
を

し
て
、
多
く
の
方
々
に
選
ん

で
頂
け
る
よ
う
に
対
応
す
る
。

町
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
子
宮
頸
が
ん

�

検
診
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問
者

　
南
雲  

ま
さ
子　
議
員

松
田
町
が
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る

た
め
の
方
策
に
つ
い
て

質
問
者

　
北
村　
和
士　
議
員
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生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は

４
月
29
日
か
ら
５
月
６
日
ま

で
休
館
日
と
な
っ
て
い
た
。

３
日
か
ら
６
日
は
祝
休
日
で

あ
り
、
図
書
館
の
利
用
希
望

者
が
多
く
い
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
が
、
休
館
と
し
た
理

由
に
つ
い
て
。

会
議
室
や
展
示
ホ
ー
ル

な
ど
の
施
設
予
約
の
申
し
込

み
が
一
か
月
前
か
ら
な
か
っ

た
。
ニ
ー
ズ
と
利
便
性
の
バ

ラ
ン
ス
を
鑑
み
な
が
ら
運
営

し
た
い
。

休
日
は
、
平
日
と
比
べ

図
書
館
や
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
に
来
館
し
や
す
い
の
で
、

教
育
的
・
文
化
的
な
イ
ベ
ン

ト
を
設
定
す
る
考
え
は
あ
る

か
。
ま
た
、
会
議
室
を
学
習

室
と
し
て
使
用
す
る
考
え
は

あ
る
か
。

平
日
、
休
日
に
よ
る
利

用
者
数
の
差
は
み
ら
れ
な
い

が
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
増

加
は
見
ら
れ
る
の
で
、
イ
ベ

ン
ト
に
よ
る
利
用
促
進
は
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
暑
い
時
期
の
ク
ー
リ
ン
グ

シ
ェ
ル
タ
ー
の
実
績
は
あ
る

の
で
、
今
年
も
設
置
し
た
い
。

自
然
館
の
電
話
番
号
は

携
帯
電
話
の
番
号
で
あ
る
が
、

ネ
ッ
ト
等
の
利
用
は
で
き
る

の
か
。落

雷
や
猪
に
よ
り
電
話

線
が
切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ

と
が
重
な
り
、
や
む
を
得
ず

携
帯
電
話
と
な
っ
た
。
自
然

館
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
来
館
者

の
対
応
だ
け
で
な
く
、
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
展
示
物
の
整

理
や
研
究
を
行
っ
て
い
て
、

そ
の
情
報
発
信
は
有
効
で
あ

る
。
改
善
方
法
を
ス
タ
ッ
フ

や
業
者
と
検
討
し
て
い
く
。

　
昨
年
可
決
さ
れ
ま
し
た
、

松
田
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
施
行
に
伴
い
、
料
金
改

定
後
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

の
状
況
を
伺
い
ま
す
。

料
金
改
定
の
影
響
に
つ

い
て
。

30
年
ぶ
り
の
料
金
改
定

と
な
る
た
め
、
頂
い
た
様
々

な
ご
意
見
に
丁
寧
に
説
明
を

行
い
対
応
し
て
い
く
。

　
申
し
込
み
状
況
は
、
有
料

使
用
者
全
体
で
、
昨
年
度

７
・
８
月
の
実
績
値
に
対
し

て
現
在
の
と
こ
ろ
５
割
程
度
、

年間を通じて活性化す
ることで持続可能な施
設運営を期待している

回答（町長・教育長）

セ
ン
タ
ー
登
録
団
体
に
つ
い

て
は
現
在
８
割
程
度
で
あ
る
。

今
後
持
続
可
能
な
施
設
運
営

を
し
て
い
く
た
め
に
稼
働
率

を
上
げ
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
く
。

改
定
前
と
後
の
登
録
団

体
の
減
免
適
用
後
の
料
金
に

つ
い
て
。

登録団体への負担は
最小限におさえなが
ら、持続可能な施設
運営をめざす
回答（教育長）

登
録
団
体
の
減
免
に
つ

い
て
は
、
従
来
の
50
％
か
ら

87
．
５
％
減
免
と
し
、
影
響

を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
部
屋

に
よ
っ
て
は
登
録
団
体
の
負

担
が
増
え
る
場
合
も
あ
る
の

で
、
今
後
さ
ら
な
る
減
免
を

考
え
検
討
し
て
い
く
。

松
田
町
に
お
け
る
教
育
・

�
厚
生
施
設
の
活
用
に
つ
い
て

質
問
者

　
吉
田　
功　
議
員

松
田
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の

�

料
金
改
定
に
つ
い
て

質
問
者

　
武
尾　
哲
治　
議
員

自然館

今後の活用が期待される生涯学習センター



7

一般質問は、質問者本人の原稿を尊重し編集しています。

　
松
田
町
消
防
団
員
の
充
足

率
は
76
％
で
減
少
傾
向
の
た

め
、
災
害
時
の
対
応
が
危
惧

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、総
務
省
消
防
庁
は

消
防
団
員
の
減
少
を
食
い
止

め
新
入
団
員
を
確
保
す
る
た

め
、全
国
統
一
の
入
団
促
進

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
す
る
と

の
こ
と
で
す
。し
か
し
、そ
の

内
容
は
女
性
や
若
者
の
入
団

を
促
す
た
め
ソ
フ
ト
・
ハ
ー

ド
両
面
を
充
実
と
の
こ
と
で
、

松
田
町
の
参
考
に
は
な
ら
な

い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
風
水
害
や
火
災

時
に
お
け
る
対
応
策
に
つ
い

て
町
長
に
お
伺
い
し
ま
す
。

消
防
団
分
団
員
定
員
の

適
正
数
と
新
入
団
員
確
保
の

た
め
の
取
り
組
み
及
び
時
代

に
即
し
た
対
応
を
す
る
た
め

の
定
員
の
見
直
し
に
つ
い
て
。

なり手不足は
「将来の松田町消防
団のあり方検討会」
で議論していく
回答（町長）

町
条
例
の
定
員
は
１
４

０
名
で
、
本
団
を
除
く
と
１

コ
分
団
19
名
程
で
あ
る
が
在

籍
数
は
１
０
６
名
で
、
７
コ

分
団
の
平
均
団
員
数
は
15
名

程
で
あ
る
。
火
災
出
動
の
場

合
、
消
防
車
の
操
作
や
支
援

員
な
ど
１
コ
分
団
10
名
程
、

大
規
模
災
害
時
は
15
名
程
の

団
員
が
必
要
と
考
え
る
。
新

入
団
員
確
保
の
取
り
組
み
は
、

引
き
続
き
消
防
団
自
ら
に
よ

る
募
集
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
最
新
の
消
防
活
動
服

へ
の
更
新
や
新
型
消
防
車
の

導
入
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
周
知
し
て
い
く
。

消
防
団
を
退
団
し
た

Ｏ
Ｂ
が
元
の
所
属
で
あ
る

分
団
で
日
中
の
火
災
等
に

従
事
す
る
「
機
能
別
消
防

団
員
」
の
配
置
人
数
と
活

動
状
況
、
今
後
の
方
針
に

つ
い
て
。

機
能
別
消
防
団
の
定

員
は
24
名
に
対
し
在
籍
数

は
20
名
、
出
動
実
績
は
Ｒ

２
年
と
３
年
に
起
き
た
建

物
火
災
で
出
動
し
て
い
る

の
で
、
団
員
の
「
な
り
手

不
足
」
を
補
っ
て
い
る
。

消
防
団
員
定
員
１
４
０
名

の
減
や
機
能
別
消
防
団
員

定
員
24
名
の
増
な
ど
に
つ

い
て
は
、
本
団
と
分
団
長

と
で
「
将
来
の
松
田
町
消

防
団
の
あ
り
方
検
討
会
」

で
議
論
し
て
い
く
。

定
例
会
の

�

審
議
の
概
要

条　
例

▼
議
案
49　
松
田
町
西
平
畑

公
園
の
管
理
に
関
す
る
条
例

　
令
和
５
年
第
４
回
定
例
会

で
提
案
さ
れ
、
産
業
厚
生
常

任
委
員
会
に
付
託
し
、
令
和

５
年
12
月
７
日
か
ら
令
和
６

年
６
月
５
日
ま
で
に
委
員
会

を
８
回
開
催
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
委
員
会
報

告
（
８
ペ
ー
ジ
委
員
会
報
告

参
照
）
の
と
お
り
修
正
案
を

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

本
会
議
で
委
員
会
報
告
を
行

い
、
採
決
の
結
果
、
可
決
と

な
り
ま
し
た
。

▼
議
案
50　
松
田
町
公
園
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
令
和
５
年
第
４
回
定
例
会

で
提
案
さ
れ
、
産
業
厚
生
常

任
委
員
会
に
付
託
し
、
議
案

49
号
と
併
せ
て
審
査
さ
れ
ま

し
た
。

　
審
査
の
結
果
、「
第
９
条

第
１
項
に
次
の
１
号
を
加
え

る
。（
６
）
宿
泊
そ
の
他
こ

れ
に
類
す
る
行
為
を
す
る

こ
と
。」
を
削
る
修
正
案
を

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

本
会
議
で
委
員
会
報
告
を
行

い
、
採
決
の
結
果
、
可
決
と

な
り
ま
し
た
。

▼
議
案
33　
松
田
町
家
庭
的

保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
及
び

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の

一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

の
施
行
に
伴
い
、
小
規
模
保

育
事
業
所
の
職
員
配
置
基
準

を
引
き
上
げ
る
た
め
、
所
要

の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

契　
約

▼
議
案
34　
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
（
令
和
５

年
度
松
田
町
立
松
田
中
学
校

校
舎
大
規
模
改
修
工
事
（
そ

の
３
）（
繰
越
明
許
））

　
５
月
21
日
に
、
１
億
３
５

８
５
万
円
で
仮
契
約
を
締
結

し
た
工
事
請
負
契
約
を
本
契

約
と
す
る
た
め
議
会
の
議
決

を
得
る
も
の
で
す
。

　
指
名
競
争
入
札
を
行
い
、

山
一
産
業
株
式
会
社
が
落
札

し
ま
し
た
。

補
正
予
算

▼
議
案
35　
令
和
６
年
度
松

田
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億

２
７
０
０
万
４
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
53
億
２
７

０
０
万
４
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　
主
な
内
容
は
、
歳
入
は
定

額
減
税
に
伴
う
地
方
特
例
交

付
金
、
指
定
寄
附
金
な
ど
、

歳
出
は
物
価
高
騰
対
応
重
点

支
援
給
付
金
事
業
や
、
高
齢

者
等
エ
ア
コ
ン
設
置
費
助
成

金
な
ど
を
補
正
す
る
も
の
で

す
。

消
防
団
員
「
な
り
手
不
足
」
に
伴
う

災
害
時
に
お
け
る
対
応
策
に
つ
い
て

質
問
者

　
田
代　
実　
議
員

第７分団導入予定車両
【総務省消防庁無償貸付事業】

車両のイメージ



8

報　
告

▼
報
告
２　
令
和
５
年
度
松

田
町
一
般
会
計
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い

て
　
戸
籍
電
算
シ
ス
テ
ム
改
修

事
業
、
松
田
中
学
校
整
備
事

業
な
ど
８
事
業
２
億
８
６
６

６
万
３
７
１
０
円
を
、
令
和

６
年
度
へ
繰
越
し
た
計
算
書

の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

▼
報
告
３　
令
和
５
年
度
松

田
町
上
水
道
事
業
会
計
継
続

費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ

い
て

　
宮
下
水
源
受
変
電
及
び
自

家
発
電
設
備
改
修
工
事
（
電

気
設
備
）
、
宮
下
水
源
水
害

対
策
工
事
施
工
監
理
業
務
委

託
料
２
１
８
万
１
９
０
０
円

を
、
令
和
６
年
度
へ
繰
越
し

た
計
算
書
の
報
告
が
さ
れ
ま

し
た
。

議 案 審 議 結 果 一 覧
第２回定例会（６月議会）� ○…賛成　●…反対　可…可決

議
案
等
番
号

議員名（議席順）

議案等

審
議
結
果

北
村
和
士

武
尾
哲
治

吉
田
　
功

中
津
川 

定
雄

秋
田
谷 

光
彦

古
谷 

星
工
人

田
代
　
実

井
上
　
栄
一

南
雲 

ま
さ
子

飯
田
　
一

寺
嶋
　
正

議案49 松田町西平畑公園の管理に関する条例
（産業厚生常任委員会報告）

修正案 可 ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ● ● ●
修正案を除く原案 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ●

議案50 松田町公園条例の一部を改正する条例
（産業厚生常任委員会報告）

修正案 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
修正案を除く原案 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ●

議案33 松田町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案34 工事請負契約の締結について（令和５年度松田町立松田中学
校校舎大規模改修工事（その３）（繰越明許）） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案35 令和６年度松田町一般会計補正予算（第１号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
※　�平野由里子議長は採決には加わらない。

改修工事中の宮下水源

議案第４９号　松田町西平畑公園の管理に関する条例

産業厚生常任委員会報告（抜粋）
１.審査の結果　賛成多数で別紙のとおり原案の一部を修正可決すべきものと決定しました。
２.審査の内容
　　�　参事兼総務課長、観光経済課長及び担当職員出席のもと、条ごとに趣旨などの詳細な説明を受け、
質疑を行い、必要な資料提出を求め、慎重に審査しました。また、西平畑公園及び松田山ハーブガー
デンの指定管理者であるＴＵＤＯＩ合同会社代表社員を参考人として本委員会へ出席を要請し、聞き
取りを行いました。審査の結果、本議案は持続可能な地域振興に寄与するために必要な条例であると
判断しました。なお、次の項目について強く申し入れをします。

　　⑴　利用料金を改定するにあたり、西平畑公園の施設整備については早急に対応されたい。　　
　　⑵�　入園料を設定する催事を決定する際は、十分な検討をし利用者の理解を得られるものとされたい。
　　⑶�　利用料金については、あくまで上限額であるので、実料金を設定する際には慎重に検討し、利用

者の理解を得られるものとされたい。
（別紙）
　議案第４９号　松田町西平畑公園の管理に関する条例の一部を次のとおり修正する。
　　別表第２（第４条関係）の子どもの館の使用料を次のように改める。

　　

施設名 区　分 単位 金　額

子どもの館
１階 １時間 上程案１，８００円を現行どおり３００円に改める。
２階 １時間 上程案１，０００円を現行どおり１００円に改める。
１・２階 １時間 上程案２，０００円を現行どおり４００円に改める。



9 討論は、討論者本人の原稿を尊重し編集しています。

議案第４９号　松田町西平畑公園の管理に関する条例 【討論】
原案反対討論 井上　栄一　議員
　私は、議案第４９号松田町西平畑公園の管理に関する
条例について、反対の立場で討論を行います。
　この条例は、松田町公園条例から西平畑公園に関す
る部分を新規の条例とし併せて入園料を３００円から５００
円に増額し、入園料徴収期間を桜まつり限定から拡大
し他のイベントも対象にするという改正であります。
　西平畑公園は、昨年の６月の議会定例会において指
定管理の議決をし、指定管理を受託した法人が５年間
の指定管理を行うことになっています。現在は指定管
理受諾後約１年が経過しています。西平畑公園の管理
に関する条例の入園料増額に対する町の説明は、指定
管理者が経営困難を理由とし、指定管理者に対する経
営支援のためであるとしています。
　西平畑公園の指定管理の期間は５年であり、議決か
ら６か月しか経っていない時点での入園料値上げの条
例設置であります。指定管理開始から６か月後の条例
での値上げは理解できません。指定管理者は入園料
３００円の収入で５年間管理を行い、町からの委託料は
０円で運営できると指定管理を申し出たことを忘れて
はいけません。指定管理者自身の経営努力、民間活力
を期待して西平畑公園の管理運営を行っていただくこ
とは当然です。ここで、西平畑公園の新規条例を通す
ということになれば、昨年の指定管理の議決は無意味
なものとなります。
　西平畑公園の設備に対する町の対応も十分ではあり
ません。まずは入園料の値上げではなくて、西平畑公
園やハーブ館の補修等を速やかに完了し、指定管理者
の運営状況の正常化に努めるべきです。今年の桜まつ

りにおいても、新たに河川敷の駐車料金の徴収、公園
内駐車場は駐車禁止としたためのシャトルバス利用料
金の発生など利用者負担が増加している中、更に入園
料値上げは、今後の桜まつり等に来園する観光客数の
減少につながります。
　町は、西平畑公園の指定管理者の収支状況を念頭に
置くべきではなく、行政として町の観光イベントの一
大事業である桜まつりに関わる多くの町内事業者そし
て町民や関係する近隣住民を念頭に置いて対処すべき
であり、町民無視の更なる入園料を値上げする条例の
設置には、反対とします。
　また、この新規条例は、入園料の値上げだけでな
く、元の公園条例で規定している「桜まつり期間に限
る」を「催事の期間に限る」という改正も行います。
指定管理者の思惑次第で入園料徴収の対象イベントの
拡大ができ、西平畑公園利用者に対し益々負担を増額
させることになり、公園利用者の減少につながること
からもこの条例には反対します。
　何故、町内事業者や公園利用者のための条例改正で
はなく、指定管理者の運営を支援する条例を設置する
のでしょうか。理解できません。公園は、事業者のも
のでなく、そこで収入を上げるための施設でもなく、
住民誰でもが利用でき憩いまたは遊びを楽しむための
施設です。
　以上から、議案第４９号松田町西平畑公園の管理に関
する条例、西平畑公園の入園料の増額そして入園料徴
収イベントの拡大には、強く反対します。

修正案賛成討論 中津川　定雄　議員
　議案第４９号「松田町西平畑公園の管理に関する条
例」の一部修正案について、賛成の立場として討論さ
せていただく。
　審議中に指定管理者の代表社員から意見聴取した
際、公園施設について不具合が多い旨の発言があり、
レストランの空調のほか、ふるさと鉄道は空車なら動
くが、お客様が乗ると坂を上がることが出来ず、脱輪
した際にはお客様が車両を押している状況である。太
陽のすべり台は点検時にローラーに安全上の問題が発
生したとして使用できていない。このような状況が長
く続いているが、調査や修理すら出来ていない状況で
あるとのことであった。
　現在でもふるさと鉄道は運行されておらず、太陽の
すべり台にはブルーシートが掛けられ公園としての景
観を損ねている。
　公園は、コミュニティ形成や健康増進、こども・子
育て支援、地域経済の活性化などを目的に設置された
公共の憩いの場である。
　西平畑公園は観光立町を目指す松田町のシンボル的

存在として位置付けられているが、現在のような施設
の状況では、来園者の満足度を期待することは困難で
あり、来園された方の期待を裏切ることになり兼ねな
い。現状では公園としての機能や目的は達成できてい
ないと考える。
　本条例は入園料をこれまでの３００円から５００円に値上
げすることが焦点となる新たな条例だが、ふるさと鉄
道や太陽のすべり台を修繕又は改修することや、快適
に過ごせるレストラン空間の改善など各施設の機能維
持を図り来園者に満足して頂くには、それ相応の財源
が必要になる。その財源確保のためにも入園料の値上
げはやむを得ないものと判断する。
　また、子どもの館の使用料については、あまりにも
上げ幅が大きく、利用者の理解を得られるものではな
いため、現行の使用料金にとどめるべきと考える。
　いずれにしても来園者の皆さんが、西平畑公園を訪
れて良かった、また来てみたいと思われるような公園
の管理運営に期待し賛成討論とする。



10

議 案 審 議 結 果 一 覧
第２回臨時会（５月15日）� ○…賛成　●…反対　可…可決

議
案
等
番
号

議員名（議席順）

議案等

審
議
結
果

北
村
和
士

武
尾
哲
治

吉
田
　
功

中
津
川 

定
雄

秋
田
谷 

光
彦

古
谷 

星
工
人

田
代
　
実

井
上
　
栄
一

南
雲 

ま
さ
子

飯
田
　
一

寺
嶋
　
正

承認１ 専決処分の承認を求めることについて（松田町税条例の一部
を改正する条例） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案32 工事請負契約の締結について（令和５年度松田町立松田幼稚
園園舎大規模改修工事（繰越明許）） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※　�平野由里子議長は採決には加わらない。

第
２
回
臨
時
会

　
５
月
15
日
に
第
２
回
臨
時

会
を
開
催
し
、
専
決
処
分
１

件
、
工
事
請
負
契
約
１
件
を

審
査
し
、
報
告
１
件
を
受
け

ま
し
た
。

▼
承
認
１　
専
決
処
分
の
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
松
田
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
）

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

固
定
資
産
税
に
関
す
る
経
過

措
置
が
令
和
８
年
度
ま
で
延

長
さ
れ
ま
し
た
。
施
行
期
日

が
４
月
１
日
で
あ
る
た
め
、

３
月
30
日
に
専
決
処
分
し
た

条
例
の
一
部
改
正
の
承
認
を

求
め
る
も
の
で
す
。

▼
議
案
32　
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
（
令
和
５

年
度
松
田
町
立
松
田
幼
稚
園

園
舎
大
規
模
改
修
工
事
（
繰

越
明
許
））

　
５
月
２
日
に
９
５
７
０
万

円
で
仮
契
約
を
締
結
し
た
工

事
請
負
契
約
を
本
契
約
と
す

る
た
め
議
会
の
議
決
を
得
る

も
の
で
す
。

　
指
名
競
争
入
札
を
行
い
、

株
式
会
社
関
野
建
設
が
落
札

し
ま
し
た
。

▼
報
告
２　
専
決
処
分
の
報

告
に
つ
い
て
（
松
田
町
布
設

工
事
監
督
者
の
配
置
及
び
資

格
並
び
に
水
道
技
術
管
理
者

の
資
格
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
）

　
４
月
１
日
よ
り
、
上
水
道

整
備
や
管
理
業
務
の
所
管
が

厚
生
労
働
省
か
ら
国
土
交
通

省
及
び
環
境
省
へ
移
管
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
必
要
が
生
じ

た
た
め
、
３
月
29
日
に
専
決

処
分
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

議
員
参
加
研
修
報
告

▼
新
議
員
研
修
会
（
神
奈
川

県
町
村
議
会
議
長
会
主
催
）

・
日
時　
５
月
８
日
（
水
）

　
14
時
～

・
場
所　
神
奈
川
自
治
会
館

・
講
師　
県
町
村
議
会
事
務

局　
参
事　
沼ぬ

ま

田た

卓た
か
し　

氏

・
内
容　
議
会
運
営
の
基
本

　
現
在
１
期
目
の
議
員
４
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

▼
委
員
長
・
副
委
員
長
・
事

務
局
長
研
修
会
（
神
奈
川
県

町
村
議
会
議
長
会
主
催
）

・
日
時　
５
月
17
日
（
金
）

　
14
時
～

・
場
所　
神
奈
川
自
治
会
館

・
講
師　
読
売
新
聞
特
別
編

集
委
員　
橋は

し

本も
と

五ご

郎ろ
う　
氏

・
内
容
「
ど
う
な
る
日
本

の
政
治
」

　
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長

ほ
か
４
名
の
議
員
が
出
席
し

ま
し
た
。

▼
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長

研
修
会
（
全
国
町
村
議
会
議

長
会
主
催
）

・
日
時　
５
月
21
日
（
火
）

　
13
時
～

・
場
所　
東
京
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム

・
講
師　
①
町
村
議
会
議
員

の
な
り
手
不
足
対
策
検
討
会

委
員
長
（
大
正
大
学
教
授
）

　
江え

藤と
う

俊と
し

昭あ
き　
氏　
②
弁

護
士
（
晴
海
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

法
律
事
務
所
）・
元
流
山
市

政
策
法
務
室
長　
帖ち

ょ
う

佐さ

直な
お

美み　
氏　
③
慶
応
義
塾
大
学

法
学
部
政
治
学
科
教
授　
谷た

に

口ぐ
ち

尚な
お

子こ　
氏

・
内
容　
①
議
員
の
な
り
手

不
足
は
「
住
民
自
治
の
危

機
」
そ
の
打
開
の
道
を
探
る

～
町
村
議
会
議
員
の
な
り
手

不
足
対
策
検
討
会
（
全
国
町

村
議
会
議
長
会
）『
町
村
議
会

議
員
の
な
り
手
不
足
に
潜
む

３
つ
の
危
機
』
を
読
む
②
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
～
自
治
体
議
員

が
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
③

将
来
の
地
方
議
会
を
担
う
の

は
誰
か
？
～
若
者
、
女
性
、

勤
労
者
が
参
画
す
る
地
方
議

会
の
実
現

　
議
長
、
副
議
長
が
出
席
し

ま
し
た
。

大規模改修工事を行う松田幼稚園園舎
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・
場
所　
東
京
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム

・
講
師　
①
町
村
議
会
議
員

の
な
り
手
不
足
対
策
検
討
会

委
員
長
（
大
正
大
学
教
授
）

　
江え

藤と
う

俊と
し

昭あ
き　

氏　
②
弁

護
士
（
晴
海
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

法
律
事
務
所
）・
元
流
山
市

政
策
法
務
室
長　
帖ち

ょ
う

佐さ

直な
お

美み　
氏　
③
慶
応
義
塾
大
学

法
学
部
政
治
学
科
教
授　
谷た

に

口ぐ
ち

尚な
お

子こ　
氏

・
内
容　
①
議
員
の
な
り
手

不
足
は
「
住
民
自
治
の
危

機
」
そ
の
打
開
の
道
を
探
る

～
町
村
議
会
議
員
の
な
り
手

不
足
対
策
検
討
会
（
全
国
町

村
議
会
議
長
会
）『
町
村
議
会

議
員
の
な
り
手
不
足
に
潜
む

３
つ
の
危
機
』
を
読
む
②
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
～
自
治
体
議
員

が
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
③

将
来
の
地
方
議
会
を
担
う
の

は
誰
か
？
～
若
者
、
女
性
、

勤
労
者
が
参
画
す
る
地
方
議

会
の
実
現

　
議
長
、
副
議
長
が
出
席
し

ま
し
た
。

令和５年度　政務活動費　収支報告
　政務活動費とは、地方自治法及び松田町議会政務活動費の交付に関する条例に基づき、議員の調査研究・そ
の他の活動を支援するために、必要な経費の一部として交付するものです。
　交付額は、１人当たり月額5,000円です。年度の初めに１年分（60,000円）を交付し、使用しなかった分は
年度末に返還することになっています。
　令和５年度の政務活動費の使途は、松田町で政治課題となっている諸般のテーマを研究するために先進地へ
の視察（調査旅費・研修費）や事務消耗品の購入等に使用されていました。
� （単位：円）

議員氏名 交付額
支　　出　　額

返還額 主な支出内容①
調査旅費
・研修費

②
資料作成
・購入費

③
広　報
広聴費

④
事務費 支出計

北村  　和士
（10月～３月） 30,000 20,832 0 3,714 5,644 30,190 0 ①視察旅費（※１）③議会報告広報紙代④事務消耗品購入費

武尾  　哲治
（10月～３月） 30,000 20,832 0 0 0 20,832 9,168 ①視察旅費（※１）

吉田  　　功
（10月～３月） 30,000 20,832 0 0 8,710 29,542 458 ①視察旅費（※１）④事務消耗品購入費

中津川  定雄
（10月～３月） 30,000 20,832 0 4,000 0 24,832 5,168 ①視察旅費（※１）③議会報告広報紙印刷代

秋田谷  光彦
（10月～３月） 30,000 20,832 0 0 0 20,832 9,168 ①視察旅費（※１）

古谷  星工人 60,000 20,832 0 0 0 20,832 39,168 ①視察旅費（※１）

平野  由里子 60,000 21,832 5,730 28,900 0 56,462 3,538
①視察旅費（※１）、研修費（障がい者
アートとインクルーシブ社会講演会）
②書籍購入費③議会報告広報紙代

田代  　　実 60,000 20,832 0 0 12,148 32,980 27,020 ①視察旅費（※１）④事務消耗品購入費

井上  　栄一 60,000 20,832 0 0 6,767 27,599 32,401 ①視察旅費（※１）④事務消耗品購入費

南雲  まさ子 60,000 20,832 0 35,000 0 55,832 4,168 ①視察旅費（※１）③議会報告広報紙代

飯田  　　一 60,000 20,832 0 0 0 20,832 39,168 ①視察旅費（※１）

寺嶋  　　正 60,000 20,832 0 0 0 20,832 39,168 ①視察旅費（※１）

唐澤  　一代
（４月～９月） 30,000 0 4,620 0 0 4,620 25,380 ②書籍購入費

内田  　　晃
（４月～９月） 30,000 0 0 0 0 0 30,000 

中野  　　博
（４月～９月） 30,000 0 0 0 0 0 30,000 

齋藤  　　永
（４月～９月） 30,000 0 0 0 0 0 30,000 

大舘  　秀孝
（４月～９月） 30,000 0 0 0 0 0 30,000 

合　計 720,000 250,984 10,350 71,614 33,269 366,217 353,973

視察の主な内容
※１  静岡県川根本町、浜松市、富士市  ⇒  親子里山留学体験、ジビエ工房ジミート、富士駅北口再開発事業
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住みやすい町を目指して…住みやすい町を目指して…�

コミュニティカフェおうち　太
おお

田
た

智
とも

子
こ

さん（沢尻在住）

誰もが気軽に集まり、くつろげる
� 「お茶の間」的カフェ！

編　　集
あとがき

　
令
和
６
年
６
月
定
例
会
は
、

10
件
の
一
般
質
問
と
条
例
の

一
部
改
正
、
一
般
会
計
補
正

予
算
、
松
田
町
立
松
田
中
学

校
校
舎
大
規
模
改
修
工
事
の

工
事
請
負
契
約
締
結
の
件
な

ど
を
主
に
審
議
い
た
し
ま
し

た
。

　
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員

会
は
、
委
員
６
人
中
、
１
人

を
除
き
、
５
人
の
新
人
議
員

が
所
属
し
て
い
ま
す
。
先
輩

議
員
の
指
導
の
も
と
議
会
だ

よ
り
等
を
作
成
し
て
お
り
ま

す
が
、
お
気
づ
き
の
点
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
ご
指
摘
く
だ

さ
い
。

　
今
後
も
町
政
の
チ
ェ
ッ
ク

機
関
と
し
て
の
責
務
を
一
同

果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
秋
田
谷
）

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長　

  

吉
田　
　
功

副
委
員
長　

  

武
尾　
哲
治

委　
　
員　

  

平
野
由
里
子

委　
　
員　

  

秋
田
谷
光
彦

委　
　
員　

  

中
津
川
定
雄

委　
　
員　

  

北
村　
和
士

令和６年 第3回定例会は
９月４日（水）開会予定
ぜひ、傍聴にお越しください。

発熱等症状がおありの方は、ご遠慮ください。

「住みやすい町を目指して」活動され
ている方や団体で、このコーナーに掲
載してくださる方を募集しています。
　希望される方は下記までご連絡くだ
さい。

　私は、JR松田駅北口側で「コミュニティカフェ
おうち」という店を運営しています。
＜コミュニティカフェってどんなカフェ？＞
　コミュニティとは「地域社会」とか「共同体」
という意味です。コミュニティカフェの多くは、
利用者同士が飲食やイベント
を通して交流し情報交換をす
ることで、少子高齢化による
問題を乗りきるための地域コ
ミュニティの再生を目指して
います。
　当店では、飲食の提供、手
作り作品の販売、 ワーク
ショップやマルシェなどのイ
ベント開催、部屋の貸出など
を行い、地域コミュニティの
再生と共に利用者の生きがい
や居場所を作る活動も行って
います。
＜空き家をコミュニティ活動の場に＞
　空き家となっていた「栽花園（渋谷邸）」の茶
室を、「茶室Saika-en」と名付けて活用しています。
昨年は、クラウドファンディングにて寄付を集め、
町内の小中学生や外国人、松田町国際交流事業関
連の外国人留学生など延べ５０名超の方々を招待し、
日本の伝統文化体験（着物を着て茶道体験）会を

行いました。本年度は、更に「栽花園」の居室エ
リアを「工房Saika-en」として利用し、各種ワー
クショップなどを開催する予定です。
＜遊休農地を利用した農業体験＞
　農業指導者のもとで、野菜や果物等の土作り、

草むしりから収穫までを楽し
く体験しています。農業活動
に興味を示す人は増えており、
今後は、ハーブも栽培してい
く予定です。
＜松田町の特産品を作ります＞
　本年度は、摘果みかんを利
用した「青みかんの精油」を
作ります。製品原料の収穫か
ら製造までをイベントとして
開催し、参加者に製品作りの
楽しさだけでなく、製品への
愛着や開催地の松田町を好き

になってもらいたいと思っています。
＜さあ、あなたもキラキラ輝きましょう＞
　店の利用者は、各自のスキルを活かして活動を
しています。お好きな分野で、自身の能力を発揮
したり育てたり、多くの方と交流して、楽しみや
生きがいをたくさん見つけていただけると嬉しい
です。もちろん、暑いので涼みに来るだけのご来
店でもウエルカムです。

「コミュニティカフェおうち」の活動の様子


